
子どもたちは、まだ集団生活に慣れていないために、引っ込み思案
になったりものおじしたりすることも少なくない。しかし、言うべ
きときにはしっかりと伝え、素直に伸び伸びと生活できるようにし
たい。

恥ずかしくて「トイレに行きたい」と言い出せないときや、自分の
うんちだとばれてしまったときのツムの気持ちを考えたい。そして
自分自身はどうであるかを想起し、健康に気をつけ、素直に伸び伸
びと生活しようとする態度を養いたい。

①

②

健康教育やトイレの使い方の指導と関連付けて指導することも考え
られる。

③

指導 案


